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2023年 7 月号 No.587 7最新情報は
相模原商工会議所の
ホームページを
ご覧ください。

相模原商工会議所

友だち募集中
「相模原北公園」【相模原市緑区】
（画像提供：公益財団法人相模原市まち・みどり公社）

通常議員総会を開催

産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ
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〝聴く〟商工会議所会報 FM HOT 839で放送中
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【お問い合わせ】総務課　☎ 04２-753-８131

会員の皆さまにお伝えしたい各種行事や催し物、事業経営に直結した身近な情報などをホームページ
にて情報発信しております。緊急性の高い情報の一部はホームページのみの情報提供となる場合があり
ますのでご承知ください。� https://www.sagamihara-cci.or.jp/

相模原商工会議所は、SDGs
（持続可能な開発目標）の
達成に向けて、相模原市と
共に取り組む「さがみはら
SDGsパートナー」として
登録されました。

第101回

通常議員総会を開催� ❸

さがみはらロボットビジネス協議会
コーディネーター訪問開始� ❹

都産研が通常総会を開催� ❺

青年部
「お笑い」から
コミュ力を学ぶ� ❺

工業部会
講演会×交流会を開催�❻

交通運輸・建設業部会
2024年問題で
　合同セミナー� ❼

トップインタビュー
地元密着で小回りがきく
　　物流サービスを提供
東栄倉庫㈱　横倉亨さん� ❽

わが社のいち押し

ネットワーク化で
「建設業のDX化」推進

古木建設㈱　古木賢治さん� ❾

会員PRコーナー� ⓭
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■
常
議
員
の
選
任（
議
案
第
８
号
関
連
）

毛
利　

則
彦　

氏

（
㈱
横
浜
銀
行　

相
模
原
支
店　

支
店
長
）

池
村　

信
二　

氏

（
日
本
テ
ク
ノ
㈱　

取

締
役
）

臼
井　

和
記　

氏

（
㈱
き
ら
ぼ
し
銀
行 

相

模
原
支
店 
兼 
相
模
原

法
人
営
業
部　

支
店

長 

兼 

部
長
）

通
常
議
員
総
会
を
開
催

第101回

＜収入の部＞� （単位：円）
№ 科　　目 令和 4 年度 割合 令和 ３ 年度 割合 比較増減
1 会　費 126,905,750 28.4% 124,390,250 29.7% 2,515,500

2 交付金（補助金） 133,586,232 29.8% 129,235,736 30.8% 4,350,496

3 交付金（委託金） 30,319,099 6.8% 27,137,195 6.5% 3,181,904

4 事業収入 112,665,631 25.2% 110,185,268 26.3% 2,480,363

5 負担金（特定商工業者） 3,798,000 0.8% 3,768,000 0.9% 30,000

6 雑収入 503,050 0.1% 1,039,751 0.2% △536,701

7 特定退職金共済会計繰入金 2,222,994 0.5% 804,912 0.2% 1,418,082

8 前年度繰越金 37,604,962 8.4% 22,569,894 5.4% 15,035,068

合　　　計 447,605,718 100% 419,131,006 100% 28,474,712
※一般会計及び特定退職金共済事業特別会計について掲載
※共済掛金及び労働保険事務組合の労働保険料を除く
※退職給与積立金特別会計の会計間を除く

＜支出の部＞� （単位：円）
№ 科　　目 令和 4 年度 割合 令和 ３ 年度 割合 比較増減
1 一般事業費（補助事業含む） 100,023,607 22.3% 84,367,581 20.1% 15,656,026

2 委託事業費 28,738,594 6.4% 25,989,072 6.2% 2,749,522

3 商工会館費（※1） 22,181,803 5.0% 21,880,036 5.2% 301,767

4
管理費（給与費･福利厚生費） 166,765,760 37.3% 180,358,141 43.0% △13,592,381

その他の管理費 39,386,753 8.8% 34,326,302 8.2% 5,060,451

5 積立金、特退金会計繰入（※2） 17,222,994 3.8% 13,804,912 3.3% 3,418,082

6 退職給与積立 15,000,000 3.4% 20,800,000 5.0% △5,800,000

7 次年度繰越金（※3） 58,286,207 13.0% 37,604,962 9.0% 20,681,245

合　　　計 447,605,718 100% 419,131,006 100% 28,474,712
※1：商工会館費の中に商工会館修繕費を含む
� 修繕費：令和 4年度　3,205,620円（本館1F・4F空調部品交換等、雨漏り工事他）
� 　　　　令和 3年度　5,075,520円（本館3F・4F空調部品交換、床補修・雨漏り工事他）
※2：積立金等への繰入額
� 令和 4年度　15,000,000円（令和 3年度　13,000,000円）

令和 4 年度 決算総括表

　

当
所
は
６
月
20
日
、
第
１
０
１
回
通
常

議
員
総
会
を
市
立
産
業
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
会
場
出
席
と
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
に

よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
実
施
。
当
日

は
会
場
出
席
49
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
８

名
、
委
任
状
出
席
68
名
、
合
計
１
２
５
名

の
議
員
が
出
席
し
、
令
和
４
年
度
事
業
報

告
、
各
会
計
の
収
支
決
算
報
告
（
下
段
決

算
総
括
表
参
照
）、
並
び
に
常
議
員
の
選

任
な
ど
に
つ
い
て
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
」お

よ
び
「
関
東
商
工
会
議
所
連
合
会
表
彰
」

に
つ
い
て
受
賞
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
表
彰
伝
達

　

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

　
　

㈱
日
相
印
刷

　

関
東
商
工
会
議
所
連
合
会

　

ベ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
表
彰

　
　

相
模
原
商
工
会
議
所　

商
業
部
会

表彰を受けた
中村副部会長（中央）

㈱日相印刷　荒井取締役（右）

杉
岡
会
頭
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　

５
月
16
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
、

創
立
50
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
演

奏
会
が
無
事
に
執
り
行
え
ま
し
た
こ
と

に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
記
念
式
典
に
は
約
３
０
０
名

の
方
、
演
奏
会
に
は
市
民
の
方
も
含
め

約
７
０
０
名
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ

き
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
経
済
団
体
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た

事
業
に
加
え
、
円
安
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
等
の
国
際
情
勢
に
端
を
発
し
た
物
価

高
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
者
へ
の

相
談
に
重
点
を
置
き
、
支
援
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ

ナ
」か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
出
し
、「
ビ

ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ
」の
も
と
、
全
会
員
一

致
団
結
し
て
こ
の
新
し
い
時
代
を
切
り

開
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
、
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あいさつする杉岡会頭
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会員募集中
伊藤典範 共済会

イフ

if

1万円の入会金で一生涯保障

0120-42-9039もしも
の時は

安心のネットワーク
全葬連加盟店

深夜でも休日でも、24時間承っております。

伊藤典範 検索
〒252-0344 相模原市南区古淵5-27-1

白雲殿・紫雲殿・コミュニティホール 式場使用料
無　　料

●対　象　者　 当所の会員の企業または団体の従業員で同一事業所に10年以上勤続
されている方

●応 募 方 法　 ホームページの推薦フォームよりご推薦いただくか、今月号同封の
「優良従業員表彰被表彰者推薦書」にてファックスでご推薦ください。

●応募締め切り　 ８ 月２5日
●表　彰　式　11月14日（会場：市立産業会館）
　詳細は今月号同封の折込チラシまたはホームページをご覧ください。

【問い合わせ】総務課　☎04２-753-８131

「がんばる社員へ」
「長年の功績に」 貴社の従業員をご推薦ください優良従業員

表　　　彰

【優良従業員表彰】
相模原商工会議所の会員事業所に勤
務する従業員の方で、長年にわたり勤
務し、他の模範となる方を相模原商工
会議所が表彰する制度です。
現在、表彰候補者の推薦を受け付け
ていますので、ぜひご推薦ください。 優良従業員表彰

ホームページ

　
「
ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市
」は
、

製
造
業
者
が
一
堂
に
会
し
、
具
体
的
な
案

件
に
沿
っ
て
個
別
に
面
談
す
る
受
発
注
商

談
会
で
す
。
７
月
18
日
よ
り
受
注
企
業
の

募
集
を
開
始
し
ま
す
。
新
規
取
引
先
開
拓

を
検
討
し
て
い
る
企
業
の
皆
様
は
こ
の
機

会
を
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】10
月
６
日

【
会
場
】都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松

町
館

【
対
象
】製
造
業（
金
属
加
工
・
機
械
器
具
・

そ
の
他
関
連
）

【
形
式
】１
商
談
25
分
総
入
替
制

※ 

事
前
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
基
づ
い
た
面
談

【
参
加
費
】エ
ン
ト
リ
ー
無
料

　

当
日
商
談
に
至
っ
た
場
合
、
商
談
件
数

×
単
価
の
参
加
費
を
申
し
受
け
ま
す
。

　

※
単
価

　
　

商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
１
千
円

　
　
　
　
　

一
般
参
加
事
業
所
４
千
円

【
申
込
期
間
】７
月
18
日
～
８
月
18
日

【
申
込
方
法
】以
下
、
東
京
商
工
会
議
所
本

事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
振
興
課

 

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

　

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議

会
（
金
沢
勇
会
長
＝
メ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
テ
ッ

ク
社
長
）で
は
、
本
年
度
よ
り
市
内
の
ロ

ボ
ッ
ト
関
連
技
術
保
有
企
業
の
連
携
や
協

業
の
促
進
を
目
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
訪
問
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

お
困
り
ご
と
や
ご
要
望
な
ど
お
気
軽
に

お
話
く
だ
さ
い
。

【
会
員
企
業
募
集
中
】

　

当
協
議
会
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
・
興
味
の
あ
る
企

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
当
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
振
興
課

 

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

取
引
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス

ザ・商
談
！

し・ご・と
発
掘
市

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

訪
問
活
動
ス
タ
ー
ト

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

受注希望企業
申込受付開始

コーディネーター星野武彰氏
（中小企業診断士）
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近
未
来
技
術
研
究
会
（
𠮷
田
英
訓
会

長
＝
ミ
ヨ
シ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
社

長
）は
６
月
22
日
、
第
24
回
通
常
総
会
と

２
０
２
３
年
度
第
１
回
例
会
を
開
催
し
、

会
員
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
22
年
度
活
動
報
告
・
収
支

決
算
、
23
年
度
役
員
体
制
・
事
業
計
画
・

収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
第
１
回
例
会
で
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
と

　

都
市
産
業
研
究
会
（
渡
邊
知
雅
子
会
長

＝
サ
ガ
ミ
ピ
ー
ア
ー
ル
セ
ン
タ
ー
社
長
）

は
６
月
10
日
、
市
立
産
業
会
館
で
第
28
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
25
名
（
委
任

状
提
出
者
含
む
）が
出

席
。
令
和
４
年
度
の
事

業
報
告
・
収
支
決
算
と

令
和
５
年
度
の
役
員
、

事
業
計
画
、
収
支
計
画

予
算
な
ど
に
つ
い
て
審

議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
会
長
に

選
任
さ
れ
た
渡
邊
氏
は
就
任
の

あ
い
さ
つ
で
、「
今
年
度
は『
２
０
３
０
年

の
相
模
原
』の
姿
を
示
し
た
提
言
書
の
作

成
に
向
け
、
会
員
皆
さ
ま
の
意
見
を
十
分

に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
は
市
と
の
積
極

的
な
意
見
交
換
会
の
実
施
を

検
討
し
、
共
に
提
言
書
の
振

り
返
り
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
会

で
は
、
講
師
と
し
て
相
模
原

市
長
の
本
村

賢
太
郎
氏
を

招
き
、「
今
後

の
市
政
と
ま

ち
づ
く
り
に

つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演

会
を
開
催
。

講
演
会
終
了

後
は
約
４
年

ぶ
り
と
な
る

総
会
懇
親
会

を
開
催
し
、

来
賓
と
し
て

本
村
市
長
や
関
係
団
体
を
招
き
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
も
に
議
論
が
さ
れ
て
い
る
「
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」を
テ
ー
マ
に
山
岡
裕
明

氏
（
八
雲
法
律
事
務
所
弁
護
士
・
情
報
処

理
安
全
確
保
支
援
士
）を
講
師
に
招
き
講

演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の

近
未
来
と
現
状

に
つ
い
て
」
と

題
し
、
近
年
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃

や
、
サ
イ
バ
ー

犯
罪
・
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　

青
年
部
（
松
下
龍
太
会
長
＝
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

社
長
）は
６
月
23
、
24
日
の
両
日
、
お
笑

い
の
本
場
・
大
阪
の
吉
本
興
業
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
事
業
を
開
催
し
、
17

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
プ
ロ
集
団

で
あ
る
吉
本

興
業
の
お
笑

い
芸
人
か
ら

そ
の
術
を
学

び
、
プ
レ
ゼ

ン
な
ど
の
場

で
人
前
で
話

す
こ
と
に
慣

れ
る
こ
と
を

目
的
に
研
修

委
員
会
が
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
実
際
に
参
加

者
同
士
で
漫
才
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
ネ
タ
作

り
か
ら
稽
古
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
ス
テ
ー
ジ
上
で

の
実
演
ま
で
を
行
い
、
参
加
者
は
皆
真
剣

に
楽
し
く
お
笑
い
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
研
修
で
の
経
験
が
、
青
年

部
内
外
の
会
議
の
場
で
活
か
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

の
近
未
来
技
術
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

近未来技術研究会
第24回

通
常
総
会

第１回

例
会
を
開
催

都市産業研究会

第28回

通
常
総
会
を
開
催

�
渡
邊
会
長
体
制
２
年
目
の
ス
タ
ー
ト

２０２3年度 近未来技術研究会 役員
 （敬称略）
会役職 氏　名 事業所名 事業所役職
会　長 𠮷田　英訓 ㈱ミヨシ・ロジスティックス 代表取締役社長

副会長
久保田 浩章 相模螺子㈱ 代表取締役社長
藤本　恵介 ㈱Ｆ－Ｄｅｓｉｇｎ 代表取締役

理　事

大西 威一郎 ㈱クフウシヤ 代表取締役
大峰　英一 ㈱タイホー 代表取締役
河野　　崇 ㈲河野製作所 代表取締役
佐藤　強志 ㈲アート建物管理 代表取締役
鈴木　和弥 ㈱東鈴紙器 代表取締役社長
本間　健士 ㈱ホンマ電機 代表取締役
南　　篤史 ㈱ミナミ工機 代表取締役社長
横江　利夫 旭フォークリフト㈱ 代表取締役

監　事
田森　幸一 ㈱双葉工業 代表取締役社長
那須　隆仁 三恵エンジニアリング㈱ 専務取締役

青年部

お
笑
い
か
ら

学
ぶ
コ
ミ
ュ
力

大
阪
の
吉
本
興
業
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

漫才ワークショップに取り組むメンバーら

通常総会で挨拶する渡邊会長

本村市長を囲む都産研会員ら

総会の様子
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工
業
部
会
（
山
﨑
利
宏
部
会
長
＝
城
山

工
業
社
長
）は
６
月
28
日
、
市
立
産
業
会

館
で
「
市
内
企
業
講
演
会
×
交
流
会
」を

開
催
し
、
68
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

甲
斐
美
利
氏
（
向
洋
技
研
社
長
）を
講

師
に
招
き
、「
世
界
へ
挑
み
続
け
る
メ
ー

カ
ー
へ
の
軌
跡
」と
題
し
、製
造
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、
世
界
ま
で
商
圏
を
広
げ
て
活
躍

す
る
甲
斐
社
長
の
創
業
か
ら
世
界
展
開
ま

で
の
歴
史
を
聞
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
初
参
加
の
事
業
者
も
多

く
、
新
た
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
講
演
の
後
編
（
７
月
27
日
実
施
）で

は
、
甲
斐
社
長
の
社
業
へ
の
気
持
ち
、
向

き
合
い
方
な
ど
、
実
務
や
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
講
演
予
定
で
す
。

市
内
企
業

講
演
会
×

交
流
会
を
開
催

工
業
部
会

講演をする甲斐社長

相模原商工会議所
工業部会　主催  第２弾  市内企業講演会×交流会

 第１部  市内企業講演会 18:30～19:30
講演内容：世界へ挑み続けるメーカーへの軌跡～後編
講　師：株式会社向洋技研  代表取締役　甲斐 美利 氏
会　場：市立産業会館「多目的ホール」
定　員：100名　　会　費：無料

2023年7月27日 開催！
 第２部  企業交流会 19 :30～21:00
会　場：市立産業会館「特別会議室」
定　員：100名　　会　費：3000円

〈問い合わせ先〉 産業振興課　☎042-753-8136
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当
所
交
通
運
輸
業
部
会
（
岡
田
聰
部
会

長
＝
日
本
通
運
神
奈
川
西
支
店
次
長
）と

建
設
業
部
会
（
谷
津
弘
部
会
長
＝
谷
津
建

設
社
長
）は
６
月
27
日
、「
２
０
２
４
年
問

題
」対
策
の
セ
ミ
ナ
ー
を
市
立
産
業
会
館

で
開
催
し
、
両
部
会
員
ら
28
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

運
送
業
や

建
設
業
で
は

「
働
き
方
改

革
関
連
法
」

の
長
時
間
労

働
規
制
な
ど

が
２
０
２
４

年
度
か
ら
義

務
化
さ
れ
る

た
め
、
人
材

不
足
に
悩
む

業
界
に
と
っ

て
喫
緊
の
経

営
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
規
制
の
詳
細
か
ら
事
業

主
と
し
て
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
労

働
時
間
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
三
井
住

友
海
上
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
経
営

リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
解
説
。
参
加
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

代表理事　山 本 博 之
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
〒252-0239 神奈川県相模原市中央区中央3-7-5
TEL 042-776-6100　　FAX 042-776-5656
http://www.soin.or.jp

官公需適格組合

　

中
小
企
業
者
な
ど
の
販
路
拡
大
を
支
援

す
る
た
め
、
国
内
ま
た
は
海
外
で
開
催
さ

れ
る
見
本
市
・
展
示
会
へ
の
出
展
経
費
に

対
し
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

市
内
で
製
造
業
お
よ
び
情
報
通
信
業
を

営
む
中
小
企
業
。
ま
た
は
市
内
工
業
の
振

興
を
目
的
と
す
る
協
同
組
合
・
任
意
団
体
。

【
対
象
経
費
】

　

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
開
催
さ
れ

る
見
本
市
な
ど
の
出
展
料

※
ウ
ェ
ブ
展
示
会
も
含
み
ま
す
。

【
助
成
率
・
助
成
限
度
額
】

　

助　

成　

率
：
１
／
２
以
内

　

助
成
限
度
額
：
10
万
円

※ 

令
和
４
年
度
相
模
原
市
ト
ラ
イ
ア
ル
発

注
認
定
制
度
認
定
企
業
の
助
成
率
は
３

／
４
以
内
（
上
限
国
内
10
万
円
、
海
外

15
万
円
）

【
申
請
期
限
】11
月
30
日

　

市
内
中
小
企
業
者
が
行
う
海
外
事
業
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
営
業
ツ
ー
ル
の
多

言
語
化
な
ど
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

市
内
で
製
造
業
・
情
報
通
信
業
を
営
む

中
小
企
業

【
対
象
事
業
】

　

令
和
６
年
２
月
29
日
ま
で
に
完
了
す
る

左
記
の
事
業

　

①
海
外
企
業
と
の
商
談
会

 

（
自
社
開
催
の
も
の
は
対
象
外
）

　

②
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化

　

③
海
外
向
け
の
自
社
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成

　

④ 

外
国
語
の
会
社
案
内
・
製
品
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成

【
助
成
率
・
助
成
限
度
額
】

　

助　

成　

率
：
３
／
４
以
内

　

助
成
限
度
額
：
15
万
円

 

（
最
大
２
事
業
30
万
円
）

【
申
請
期
限
】12
月
28
日

交
通
運
輸
・
建
設
業
部
会

２
０
２
４
年
問
題

合
同
セ
ミ
ナ
ー
開
催

セミナーの様子

展
示
会
の

 

出
展
を
支
援

�

見
本
市
出
展
助
成
事
業

営
業
ツ
ー
ル
の

 

多
言
語
化
支
援

海
外
事
業
活
動
支
援
助
成
金

【
申
請
方
法
】 産
業
振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
請
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
郵
送
ま
た
は
持
参
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

公
益
財
団
法
人　

相
模
原
市
産
業
振
興
財
団

　
　
　
　
　

☎
０
４
２
－
７
５
９
－
５
６
０
０

相模原市産業振興財団
ホームページ
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―
御
社
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
「
物
流
倉
庫
で
は
、
主
に
メ
ー
カ
ー
さ
ま
の

お
荷
物
を
お
預
か
り
し
、
ご
依
頼
に
応
じ
て
全

国
発
送
の
手
配
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
主
に
企
業
の
お
客
さ
ま
向
け

に
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
も
展
開
、
自
前
の
倉
庫
が

必
要
な
お
客
さ
ま
向
け
に
は
、
不
動
産
業
者
か

ら
借
り
上
げ
た
倉
庫
を
ご
紹
介
す
る
サ
ブ
リ
ー

ス
事
業
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
社

で
は
自
社
開
発
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
入
庫
か

ら
仕
分
け
、
検
品
、
梱
包
、
保
管
、
出
庫
ま
で

を
行
う
流
通
加
工
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
の

が
特
長
で
す
」

　
―
御
社
の
強
み
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
「
小
回
り
が
き
く
こ
と
を
、
昔
か
ら
売
り
に

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
パ
レ
ッ
ト
数
枚
分
と

い
っ
た
細
か
い
荷
物
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

坪
数
で
い
う
と
、
５
坪
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
で
の

保
管
も
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
当
社
で
は
地

元
の
お
客
さ
ま
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

２
㌧
車
も
用
意
し
て
い
ま
す
」

　
「
ま
た
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
い
く
ら
進

ん
だ
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
人
が
再
梱
包
し

た
り
、
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
た
り
す
る
ア
ナ
ロ
グ
の

作
業
は
残
り
ま
す
。
さ
ら
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
い

う
３
つ
の
箱
か
ら
、
特
定
の
商
品
だ
け
を
抜
き

出
し
て
Ｄ
と
い
う
箱
に
詰
め
替
え
る
よ
う
な
作

業
に
も
、
人
手
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
細
か

い
要
望
に
応
え
ら
れ
る
の
が
、
当
社
の
強
み
だ

と
考
え
ま
す
」

　
―
物
流
倉
庫
サ
ー
ビ
ス
で
は
ど
の
よ
う
な

荷
物
を
扱
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
食
品
原
料
や
通
販
用
自
転
車
な
ど
を
預
か

っ
て
運
送
業
者
に
渡
す
一
方
で
、
消
費
者
か
ら

の
日
用
品
な
ど
の
返
品
に
対
応
す
る『
静
脈
物

流
』も
扱
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
家
電
製
品
な
ど

を
主
に
手
掛
け
、
取
引
先
も
数
社
で
し
た
が
、

現
在
は
荷
物
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、
百
数
十
社

に
上
り
ま
す
。
当
社
の
取
引
先
の
約
半
分
は
地

元
で
す
」

　
「
最
近
で
は
大
型
物
流
セ
ン
タ
ー
も
増
え
て

き
ま
し
た
し
、『
大
型
施
設
の
運
営
を
や
り
ま
せ

ん
か
』と
、
お
誘
い
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
当
社
は
ご
近
所
と
の
お
付
き
合

い
を
大
切
に
し
、
細
か
い
要
望
に
も
お
応
え
で

き
る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
規
模
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
身
の

丈
に
あ
っ
た
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　
ー
環
境
問
題
や
安
全
へ
の
取
り
組
み
状
況

は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
省
エ
ネ
推
進
企
業
と
し
て
環
境
活
動
方
針

　東栄倉庫（中央区清新）は、
物流倉庫サービスや法人向
け認定トランクルーム、不
動産賃貸、人材派遣などを
手掛けています。倉庫業務
をメインに、創業以来50年
以上にわたって地域に軸足
を置いたサービスを展開、
物流サービスを続けてきま
した。同社は倉庫設備や機
械の省エネ化、従業員の健
康や安全にも配慮。大小さ
まざまな荷物を取り扱い“小
回りがきくサービス”を売り
にしています。デジタル化
や脱炭素化などが進み、外
部環境が変化する中で、ど
のような経営の舵取りをす
るのでしょうか。横倉亨社
長に戦略を聞きました。

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
全
社
導
入
を
は
じ
め
と
し
て
、
省
エ
ネ

と
温
暖
化
ガ
ス
削
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
物
流
倉
庫
で
使
用
し
て
い
る
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
式
か
ら
プ

ロ
パ
ン（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）式
に
替
え
、
屋
内
な
ど

一
部
で
は
バ
ッ
テ
リ
ー（
電
動
）式
も
導
入
し

て
い
ま
す
。
倉
庫
事
業
の
一
環
と
し
て
関
わ
っ

た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
事
業

は
、
一
事
業
部
門
か
ら『
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
』と
し
て
大
き
く
成
長
し
ま
し

た
」

　
「
従
業
員
の
健
康
や
働
き
が
い
に
つ
い
て
は
、

従
業
員
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
倉
庫
で
の
作
業

に
お
け
る
暑
さ
対
策
用
の
イ
ン
ナ
ー
や
、
フ
ァ

ン
付
き
作
業
着
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
安
全
面

で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
ミ
ス
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事

象
が
起
き
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
現
場
の
リ

ー
ダ
ー
を
中
心
に
現
場
で
問
題
点
を
共
有
し
て

い
ま
す
」

地
元
密
着
で
小
回
り
が
き
く

�
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

東
栄
倉
庫
㈱

代
表
取
締
役
社
長

横
倉 

亨
さ
ん

TOP INTERVIEW
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化
の
た
め
Ｉ
Ｂ
Ｍｰ

Ａ
Ｓ
／
４
０
０
の
オ
フ
コ

ン
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
パ
ソ
コ
ン（
端
末
用
）も
導
入
し
、

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
現
場
施
工
図
の

自
動
製
図
化
に
も
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
、
現
場
施
工
図
専

門
と
し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃｰ

Ｐ
Ｃｰ

９
８
０
１（
パ
ソ

コ
ン
）を
導
入
し
、
97
年
に
は
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ

ｏ
ｆ
ｔ
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
95
を
利
用
し
て

社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
。「
翌
年
に
は
い
わ
ゆ
る

〝
２
０
０
０
年
問
題
〟に
対
応
し
て
オ
フ
コ
ン

を
廃
止
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
移
行
し
ま
し
た
」（
古

木
社
長
）。

　
ま
た
、
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
95
を
利
用
し
て
、
経

理
、
原
価
管
理
シ
ス
テ
ム
を
自
社
で
開
発
し
ま

し
た
。
現
在
も
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
２
０
１
９
で
稼

働
し
て
い
ま
す
。
令
和
の
現
在
は
、
現
場
事
務

所
と
本
社
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぎ
、
シ

ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド
化
す
る
取
り
組
み
も
進
め

て
い
ま
す
。

　
■
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
も
対
応

　
適
格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）制
度
が
10
月

に
開
始
さ
れ
る
の
に
あ
わ
せ
、
同
社
で
は
取
引

業
者
専
用
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の

サ
イ
ト
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
に
つ
い

て
、
よ
り
詳
し
い
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

　
■
建
築
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で

　
古
木
建
設
は
建
設
事
業
に
お
い
て
、
神
奈
川

県
や
相
模
原
市
の
公
共
施
設
と
い
っ
た
官
需

と
、
事
業
所
や
店
舗
な
ど
の
民
需
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
事
業
展
開
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
た
だ
し「
昨
今
は
地
元
の
建
設
会
社
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
簡
単
に
案
件
を
受
注
で
き
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
古
木
社
長
）と
語
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
同
社
は
注
文
建
築
で
蓄
え

た
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
高
い
設
計
理
念
を
フ

ル
に
活
用
し
、
不
動
産
事
業
部
門
も
展
開
。
近

年
で
は
住
宅
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、土
地
活
用
の
提
案
に
も
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　
■
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド
化

　
創
業
者
の
長
男
で
２
代
目
で
あ
る
古
木
社
長

は
、
一
級
建
築
士
の
資
格
を
持
ち
な
が
ら
シ
ス

テ
ム
に
も
明
る
く
、
原
価
管
理
と
会
計
シ
ス
テ

ム
の
連
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
１
９
８
０
年
に
、
事
務
の
合

理
化
と
工
事
原
価
低
減
の
た
め
に
Ｏ
ｌ
ｉ
ｖ
ｅ

ｔ
ｔ
ｉ（
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
）の
オ
フ
コ
ン
、
パ

ソ
コ
ン
を
相
次
ぎ
導
入
。
90
年
に
は
事
務
合
理

　古木建設（南区上鶴間）は
1953（昭和28）年の創業以来、
地元・神奈川エリアに根差
した建設業を営み、今年で
70周年を迎えました。個人
経営からスタートし、法人
化を経て大型工事にも対応。
住宅から店舗、公共施設ま
で、地域に密着した仕事を
数多く手掛けています。ま
た、事務を合理化するコン
ピュータシステムやネット
ワークシステムの活用にも
積極的です。システムを一
部自社で開発したり、ホー
ムページも社内で制作した
りしています。最近では建
設現場と本社をインターネ
ットで結び、データをやり
とりするネットワーク化に
も取り組み、“建設業のDX
化”を進めています。

　
電
子
帳
簿
保
存
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
将
来
は
お
取
引
先
様
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
を
目
指
し
ま
す

が
、
現
段
階
で
は
紙
の
デ
ー
タ
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
保

存
す
る
方
法
が
ベ
タ
ー
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
」（
古
木
社
長
）と
説
明
し
ま
す
。

　
一
方
、
創
業
70
周
年
の
今
年
は
従
業
員
の
た

め
の
福
利
厚
生
施
設
を
準
備
中
。
本
社
の
隣
に

倉
庫
が
あ
り
、
そ
の
一
部
が〝
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
〟と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
シ
ャ
ワ
ー

を
備
え
た
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
設
備
や
器
具
な

ど
の
設
置
な
ど
を
準
備
。
災
害
時
に
寝
泊
ま
り

で
き
る
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
持
た
せ
、

事
業
継
続
体
制
も
整
え
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で

「
建
設
業
の
Ｄ
Ｘ
化
」推
進

古
木
建
設
㈱

�

代
表
取
締
役
社
長

古
木 

賢
治
さ
ん

わが社のいち押し
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■ 

事
業
承
継
を
お
考
え
の
皆
さ
ま
へ

　

当
協
会
で
は
、
事
業
承
継
に
か
か
る
資

金
調
達
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
外
部
専
門
家
派

遣
制
度
等
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承

継
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

□ 

資
金
調
達
し
た
い

　

資
金
調
達
の
目
的
別
に
さ
ま
ざ
ま
な
保

証
制
度
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

□ 
借
入
の
経
営
者
保
証
を
外
し
た
い

　

一
定
の
要
件
の
下
、
経
営
者
保
証
を
不

要
と
す
る
保
証
の
取
扱
い
が
で
き
ま
す
。

□ 

専
門
家
に
相
談
し
た
い

　

当
協
会
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
を
対
象

に
、
無
料
で
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ら
れ
る
「
外
部
専
門
家
派
遣
」を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
を
ご
検
討
の
際
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

相
模
原
支
店

 

☎
０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５　

 
https://www.cgc-kanagawa.or.jp

当協会ホームページは
こちら

＼経営に役立つ情報を発信／
LINE友だち募集中

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

神
奈
川
県

信
用
保
証
協
会

　

横
浜
銀
行
で
は
、「〈
は
ま
ぎ
ん
〉脱
炭
素

私
募
債
～
森
と
水
源
を
守
る
～
」を
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
す
。
当
行
と
一
緒
に
地
域
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
貢
献
し
ま
せ
ん
か
？

「〈
は
ま
ぎ
ん
〉脱
炭
素
私
募
債

 

～
森
と
水
源
を
守
る
～
」の
概
要

〇 

お
客
さ
ま
に
よ
る
本
私
募
債
の
発
行
金
額

の
０
・１
％
相
当
額
を
神
奈
川
県
の「
水
源

林
整
備
費
指
定
寄
附
金
」へ
寄
付
し
ま
す
。

　

発
行
金
額
：
５
千
万
円
以
上（
１
千
円
単
位
）

　

取
扱
金
額
： 

２
０
０
億
円
（
取
扱
総
額
に

達
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点

で
終
了
）

　

取
扱
期
間
： 

２
０
２
８
年
３
月
31
日（
金
）

実
行
分
ま
で

〇 

神
奈
川
県
の
森
林
整
備
に
民
間
企
業
・
団

体
が
参
加
協
力
す
る
仕
組
み
で
あ
る
「
森

林
再
生
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」に
基
づ
き
、

当
行
に
つ
い
て
も
神
奈
川
県
と
共
に
「
森

林
再
生
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

〇 

横
浜
銀
行
か
ら
の
寄
付
で
あ
り
、
お
客
さ

ま
の
寄
付
金
控
除
対
象
な
ど
に
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

〇 

本
商
品
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
当
行
所
定
の
審
査
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
横
浜
銀
行
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

横
浜
銀
行　

相
模
原
駅
前
支
店

 

☎
０
４
２
－
７
５
４
－
１
２
３
４

今
☆
知
っ
て
お
き
た
い

 

マ
ネ
ー
学

【協賛企業募集】

第50回相模原納涼花火大会へのご協賛をお願いします！
　相模原市の夏の一大観光行事である「相模原納涼花火大会」が、８月26日午後１時（打上は午後７時予定）から相模川
高田橋上流で開催されます。同大会は、夏の風物詩として市民のみならず観光客にも大変な人気を誇っています。会場
から花火が打ち上がる美しい光景は、幻想的で感動的なひとときを提供し、夏の夜空を彩る特別なイベントです。また、
昼間のステージ企画も実施いたします。
　このたび、第50回を迎える相模原納涼花火大会では、皆様のご協賛を心よりお待ちしております。協賛いただいた
企業様には、大会会場や関連広告媒体にロゴや社名の掲載など、さまざまな特典をご提供いたします。相模原納涼花火
大会の成功に、皆様のご協力が不可欠です。ぜひ、多くの企業様からのご支援をお待ちしております。

　【ご協賛のお問い合わせ】
　相模原納涼花火大会実行委員会　協賛企業受付窓口（タイヨー印刷株式会社）
　TEL：042-762-2157 ／ E-mail：hanabikyousan@gmail.com まで

協賛内容
プラン
＜A＞

プラン
＜B＞

プラン
＜C＞

プラン
＜D＞

プラン
＜E＞

プラン
＜F＞

プラン※2

＜エコステーション＞

３00万 200万 150万 100万 80万 50万/３0万/
20万/10万/ 5 万 100万

1．公式ポスターへの表記 大 中 小 社名 － － 社名
2．各種告知媒体への表記 大 中 小 社名 － － 社名
3．ホームページへの表記 大 中 小 小 社名 社名 社名
4．当日リーフレットへの表記 大 中 小 小 社名 社名※１ 社名
5．会場内バナーへのロゴ表記 8基 6基 4基 2基 1基 － ブース看板ロゴ表記
6．ステージパネルへの表記 大 中 小 小 社名 社名※１ 社名
7．スタッフＴシャツへの表記 大 中 小 小 － － －
※1  金額が高いプランより優先的に社名表記させていただきますが、スペースがない場合は、極小もしくは表記ができない場合

がございます。
※２ エコステーションへのご協賛は、神奈川県「産業廃棄物処理業者名簿」登録者のみご協賛可能です。
 プラン詳細は、お問い合わせください。
※ 大会中止時の協賛金につきましては、必要経費を差し引きましてご返金いたします。予めご了承ください。
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皆さま熱中症への対策は十分ですか？
～相模原商工会議所からのお知らせ～

コロナ禍での職場環境の変化や地球温暖化などにより、業務中の熱中症リスクが高まっています。
例年、７月・８月は熱中症の死傷者数が最も多く報告されていますので、注意が必要です。

■ 屋内作業での熱中症
炎天下の作業に限らず、屋内作業でも熱中症が発生することが報告されています。
熱源に近いところでの作業や高温多湿の室内環境での発症が多く、冷房設備の故障を原因とした
事例も複数見られます。

■ 熱中症を原因とする二次災害
熱中症により意識を失って転倒した事例、高所から墜落した事例、車両の運転中に熱中症を発症し
交通事故につながった事例などが見られます。

熱中症対応の保険・共済制度のご案内
（詳しくはホームページをご覧ください）

多様化・複雑化の傾向にある「労災事故」に対する補償です

業務災害補償プラン
▶全国商工会議所のスケールメリットによる団体割引などが適用された保険料
　※政府労災保険への加入が必要です
▶労災賠償に使える「使用者賠償責任保険」を標準セット
▶労災による熱中症の対応商品あり（一部対応していない商品もあります）

業務災害補償プラン 検索

24時間ケガを補償！　ケガの入院に手厚い共済制度

福祉共済のケガ共済５つ星/３つ星
▶月額掛金１人800円（ケガ共済３つ星）から24時間ケガを保障
　※月額掛金１人2,000円（ケガ共済５つ星入院特約付き）なら大きく保障
▶政府労災保険の認定とは関係なく共済金をお支払い
▶熱中症（業務中のみ）に対応（初期入院費用は対象外となります）

神奈川県福祉共済 検索

問い合わせ：相模原商工会議所　産業人材支援課　☎ 042-753-8134
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相談内容 日　　時 場所

労務相談
社会保険労務士による相談

8/8㈫
13:00～16:00

本所

受発注相談
産業振興センター相談員に
よる相談

8/9㈬
13:00～16:00
※ご予約は☎０46-２9２-０3２２まで

本所

発明相談
神奈川県知財総合支援窓口
相談員による相談

8/10㈭
13:00～16:00

本所

メンタルヘルス相談
（職場環境対策）
公認心理師
精神保健福祉士による相談

8/9㈬・9/13㈬・10/11㈬
13:00～16:00
※ご予約は総務課☎０4２-753-8131まで

本所

健康相談
産業医・保健師による相談
対象： 従業員数50人未満の

事業場

産業医：7/20㈭午後
保健師：7/12㈬、8/9㈬
※ 詳細・ご相談・申し込みは相模原地域産業保健

センター☎０4２-7０7-4２２5まで

本所

その他各種相談 ※ 経営全般、事業承継相談、IT相談、経営
安定相談等の各種相談も承っております。 本所

相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

7/21㈮・7/28㈮・8/4㈮
13:00～16:00

本所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

7/27㈭・8/3㈭
10:00～1２:00･13:00～16:00

本所

7/20㈭・8/17㈭
10:00～1２:00･13:00～16:00

南支所

事業承継相談
事業承継・引継ぎ支援セン
ターコーディネーターによ
る相談

申込時に日程調整のうえ実施 本所

許認可相談
行政書士による相談

8/18㈮
13:00～16:00

本所

税務・経理相談
税理士による相談

7/20㈭・8/3㈭・8/7㈪・8/10㈭
13:00～16:00  ※ご予約は☎０4２-759-００46まで

本所

～お気軽にご相談ください～
窓口相談のご案内

無
料 ご　予　約

問い合わせ：経営支援課　☎ ０4２-753-8135

　

当
所
の
受
発
注
相
談（
神
奈
川
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
職
員
が
担
当
）は
、

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後
、
事

前
予
約
制（
相
談
時
間
１
時
間
以
内
）

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
製
造
業
を
主
と
し
た

新
し
い
受
注
先
、
発
注
先
の
開
拓
相

談
、
受
発
注
取
引
の
適
正
化
に
関
す

る
相
談
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
開

業
当
初
の
土
台
作
り
や
既
存
事
業
の

販
路
拡
大
ま
で
幅
広
く
ご
利
用
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
受
発
注
に
関

す
る
お
悩
み
を
お
抱
え
の
事
業
経
営

者
の
皆
さ
ま
、ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

経
営
支
援
課

 

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
５

商工会議所の無料窓口相談

受発注相談とは

受発注相談の様子（イメージ）

年間日程については当所ホームページをご覧下さい。ご予約は当所ホームページ（一部電話のみ）より承ります。
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掲載無料 会員PRコーナー 貴社の自慢の商品・
サービスをPR　

PR本文は掲載者からいただいた原文のまま掲載をしています。

掲載事業所 募集中！ 当所会員事業所１会員につき「１年に１回」の掲載となります
問い合わせ先  総務課　 TEL  042-753-8131

業務必須のＰＣ処分時の適切なデータ消去にお困りでは
ありませんか？
ロングテールジャパン株式会社では処分したいＨＤＤ・Ｓ
ＳＤをお客様の目の前で物理破壊を行う出張物理破壊
サービスを提供しています。
会員様限定で要らないＰＣ本体一台を一緒に回収でき
れば、取外済ＨＤＤ・ＳＳＤ物理破壊を一台分サービス実
施中。
PC 本体からの
取外し作業も有
料にて承ります。
確実なデータ消
去をご希望なら
是非当社へご相
談ください。

ロングテールジャパン㈱
〒252-0327 相模原市南区磯部2641–2
TEL 0120–996–530
E-mail info@longtail-japan.com

機密情報を保存したＰＣの
ＨＤＤ・ＳＳＤを目の前で出張物理破壊

当社では大きく2 つの事業展開を行っております。
デザイン制作、販促活動に思うように結果が出ない企業
様や、経理 / 総務 / 労務等のバックオフィス業務でお悩
みの企業様は、ぜひ一度当社にご相談ください。
■広告代理業
　∟ 紙 /WEB デザインの制作
　∟ 各種広告媒体の提案と運用
　∟ 販促品の手配と制作
■バックオフィスサポート業務
　∟ 経理、総務、労務サポート

㈱レイ・ワークス
〒252-0231 相模原市中央区相模原3-10-26-1004
TEL 090–9316–8084
E-mail info@reiworks.co.jp

デザイン制作や広告媒体で
お悩みの企業様、一度ご相談ください。

FM HOT 839 は地域の情報を番組に散りばめて、地元
の皆様を中心に楽しんでいただいている相模原市のコ
ミュニティFM 局。
地震や台風などの災害時には災害放送に切り替えて、地
域の被災状況や、最新の避難所情報等、地元のリアルな
情報を発信。防災メディアとして、皆様の安全を守る情報
を伝えます。放送
はスマホの公式
アプリで、どこか
らでもお聴きい
ただけます。
地域のコミュニ
ケーションツール
FM HOT 839!

㈱エフエムさがみ
〒252-5288 相模原市中央区相模原6-20-1
TEL 042–776–3980
FAX 042–776–3943

災害時、地域の防災情報をきめ細かく発信
地元密着ラジオ!　FM HOT 839 

会員PRコーナーは掲載無料・会員限定のサービスです！

「会員ＰＲコーナー」への
お申し込みについて

【申込方法】
当所専用ホームページにて下記の記載事項をご入力
の上、ご提出ください。

【記載事項】
●タイトル（30 文字以内）
●PR 本文（150 文字以上 200 文字以内）
●会社概要（社名、所在地、電話番号、FAX 番号、

ホームページ URL）
●掲載ご希望のお写真 1 枚

　※掲載月は先着順となります。

【お申し込み・お問い合わせ】
　総務課　☎ 042–753–8131
　　　　　Ｅメール soumu@sagamihara-cci.or.jp

貴社の商品やサービスを
「さがみはら商工会議所会報」で

PRしませんか？
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※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

会員数 4,5３4件（202３年5月11日現在）
（2023年4月26日～2023年5月11日）新入会員紹介

部　会 事業所名 代表者名 住所 電話番号 事業内容

工 業 ㈲　進　栄　製　作　所 滝　　和哉 緑区田名２２65-1 04２-760-3９50 精密板金加工業

サービス業 ブ ラ イ ト ン ㈱ 原　　悦子 南区古淵1-1８-２0-506 0９0-7２２7-7376 結婚相談所

建 設 業 ㈱　アジアトレーディング 九嶋　勝美 南区若松２-２4-30 04２-701-２5２２ 産業廃棄物収集運搬業並びに
解体工事業

建 設 業 �同　Ａ ｄ ａ ｍ ａ Ｓ 橋爪　功憲 中央区上溝7-7-3-２01 04２-８13-330２ エクステリア商材の販売・加工

建 設 業 ㈱カナモト相模原営業所 庵原　聖志 中央区田名3575-1 04２-763-3535 建設機械レンタル

建 設 業 ㈱　Ｌ　Ｉ　Ｎ　Ｑ　Ｘ 伊田　優也 中央区陽光台1-２-6-10 050-1２00-60２８ リフォーム、内外装リフォー
ム、足場工事一式

特 別 会 員 ＴＴＭシステム経営研究所 落合　哲美 藤沢市鵠沼橘２-８-17 046-6２２-03２８ 経営コンサルタント業（中小
企業診断士事務所）

特 別 会 員 みやびコンサルティングオフィス 小林　雅彦 東京都江戸川区船堀1-1-２6-141 0９0-304８-1９９９ 経営コンサルティング

※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前

サービス業 東京地方税理士会　相模原支部 代表者 支部長　嘉戸　英二 支部長　房間　恵子

特別会員 日本電気㈱　相模支店 代表者 支店長　玉川　孝一 支店長　矢野　弦一郎

会員登録変更のお知らせ

　
特
定
商
工
業
者
の
方
に
法
定
台
帳
を
７
月
中

旬
よ
り
順
次
発
送
い
た
し
ま
す
。
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
台
帳
の
記
載
内
容
を
ご
確
認
の

上
、
８
月
25
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
．
特
定
商
工
業
者
制
度
と
は

　
特
定
商
工
業
者
制
度
は
国
の
法
律「
商
工
会

議
所
法
」で
定
め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。
商

工
会
議
所
で
は
、
毎
年
特
定
商
工
業
者
の
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
会
員
・
非
会
員
問
わ
ず
全
て

の
特
定
商
工
業
者
の
方
々
に
、
法
定
台
帳
を
提

出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
法
定
台
帳
は
市
内
の

事
業
所
を
正
確
に
把
握
す
る
資
料
と
し
て
活
用

し
、
経
済
施
策
や
調
査
の
実
施
、
ま
た
緊
急
時

や
災
害
時
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

２
．
該
当
基
準

　
４
月
１
日
時
点
で
引
き
続
き
６
ヶ
月
以
上
、

市
内
に
本
社
や
支
店
、
事
業
所
工
場
な
ど
を
有

し
、
次
の
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
者

の
方
々
で
す
。

　
①�

法
人
事
業
所
の
場
合
、
資
本
金
ま
た
は
払

込
出
資
総
額
が
３
０
０
万
円
以
上
の
事
業

所

　
②�

従
業
員
数
が
20
人(

商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ

ス
業
は
５
人)

以
上
の
事
業
所

３
．
負
担
金
・
同
意
書

　

特
定
商
工
業
者
の
過
半
数
の
同
意
を
得
た

後
、
相
模
原
市
長
の
許
可
を
得
た
上
で
、
法
定

台
帳
の
維
持
・
管
理
の
た
め
の
費
用
と
し
て
年

額
１
５
０
０
円
の
負
担
金
を
賦
課
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す（
同
意
・
不
同
意
に
か
か
わ
ら
ず

一
律
賦
課
と
な
り
ま
す
）。
本
制
度
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
法
定
台
帳
へ
の
ご
記
入
・
ご
返
送

と
負
担
金
の
同
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
課　
☎
０
４
２
︲
７
５
３
︲
８
１
３
１

特
定
商
工
業
者
制
度

へ
の
ご
理
解
と
お
願
い

商工会館空室情報
（7月１日現在）

★敷金・礼金無料！セキュリティ機能搭載貸室★
ご内見お待ちしております。

貸　室 面積（㎡）

本館 1 階 1２.7

本館 ２ 階 3８.８/3９.6

※ 賃料等詳細につきましては下記ま
でお問い合わせください。また、
業種等の条件により入居をお断り
させて頂く場合がございます。予
めご了承ください。

 本件担当：総務課 ☎04２-753-８131

【本館 ２ 階空室写真】
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編
集
印
刷
兼
発
行
人
　
長
谷
川
　
伸

毎
月
一
回
原
則
10
日
発
行

発
行
／
相
模
原
商
工
会
議
所�

☎ 

０
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２（
７
５
３
）１
３
１
５
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〠
252
︲

0239�
相
模
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中
央
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央
３
︲
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︲
３�

FAX�

０
４
２（
７
５
３
）７
６
３
７
　

無
断
転
載
禁
止

お問合わせ先 制度運営

制度引受保険会社

お見積り、ご加入手続きは引受保険会社にお問い合わせください。

事業活動を取り巻く様々なリスクから会員の皆様をお守りする

東京海上日動のビジネス総合保険制度（事業活動包括保険）の特徴
1 団体割引が適用されるため、保険料が割安です。

一般加入と比べ最大約33％割引の保険料水準（団体割引25％、条項セット割引5％、Tプロ割引3％、自動車優良割引3％を適用した場合）
※33％割引は「賠償責任に関する補償」「休業に関する補償」に適用されます。
加入は毎月受付（お申込月の翌月１日の午後４時の補償開始、保険期間1年間でご加入いただけます）

4 休業補償により災害に遭った際の事業継続資金を補償（感染症補償特約を自動セット）

3 サイバー攻撃による情報セキュリティ被害も補償
マイナンバーの漏えいも補償対象となります。

2 賠償責任に関するリスク(生産物・完成作業、施設・事業遂行、リコール、情報漏えい等)を総合的に補償
その他、様々な業種に対応できる補償のラインナップを用意しています。

6 早期災害復旧支援により、災害時の事業継続を後押し
5 工事現場における様々な財物に対する損害を補償（建設業向け）

7「地震」による完全休業損失も補償
本広告は、　　　　　　　　　　を契約者とするビジネス総合保険制度（事業活動包括保険）の概要についてご紹介したものです。保険の内容は「ビジネス総合保険制度パンフ
レット」をご確認ください。ご加入にあたっては、必ず「ビジネス総合保険制度重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は契約者である団体のホームページ掲載の約款によりますが、
ご不明の点がありましたら代理店または保険会社にお問い合わせください。

2022年10月作成　22-T03192

最大

約33%
割引

賠償責任リスク、事業休業リスク、工事リスク対策が、

企業の発展を支えます！

「ビジネス総合保険制度」の
ご案内

●自然災害が頻発、休業により売り上げが減少。
　資金繰り困難で、顧客離れや人材流出のおそれ。

　災害時の運転資金の 確保 、早期復旧の 準備 、
　防災計画等の 備え が重要に。

●事業活動のトラブルにおいて
　高額な損害賠償金支払いとなるケースも。

　事業活動リスクに対応する
　総合的な賠償責任の 備え が重要に。

建設事業者様向け
●自然災害等による工事中の
 物件の破損による高額な損失。

工事リスクに対応する
総合的な 備え が重要に。

新型コロナ
ウイルス感染症も

補償

［代理店］ 
　東京海上日動パートナーズTOKIO　相模原支社 
      〒252-0239 
       神奈川県相模原市中央区中央3-14-12 山久第一ビル8F    
      TEL：042-707-9888 
［担当課支社］ 
　東京海上日動火災保険株式会社　町田支社

日本商工会議所

日本商工会議所

日本商工会議所


